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令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
１３
日
の
１
日
間
開
か
れ
、
補
正
予
算

等
１５
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

特
養
あ
っ
さ
ぶ
荘
や
ま
ぶ
き
浴
室
改
修
事
業
費
補
助
金
な
ど

特
養
あ
っ
さ
ぶ
荘
や
ま
ぶ
き
浴
室
改
修
事
業
費
補
助
金
な
ど

３
３
６
０
万
４
千
円
を
補
正

３
３
６
０
万
４
千
円
を
補
正

総
額
総
額
５０５０
億
４
９
８
３
万
７
千
円

億
４
９
８
３
万
７
千
円

補
正
予
算

一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
６
０

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
50
億

４
９
８
３
万
７
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
増
額
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
●
子
育
て
支
援
ギ
フ
ト
開
発
に
伴

う
地
域
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業

務
委
託
料�
（
１
９
８
万
円
）

●
定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
支

援
業
務
委
託
料

�

（
３
２
０
万
１
千
円
）

●
特
養
あ
っ
さ
ぶ
荘
や
ま
ぶ
き
浴

室
改
修
事
業
費
補
助
金

�

（
１
１
０
７
万
３
千
円
）

●
林
道
橋
梁
補
修
工
事
設
計
業
務

委
託
料�

（
９
１
２
万
１
千
円
）

質
疑
応
答
（
要
旨
の
み
）

問　

子
育
て
支
援
ギ
フ
ト
開
発
に

伴
う
地
域
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
内
容
は
。�

香
川
議
員

答　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い

る
世
帯
に
町
産
米
を
配
付
し
ま
す
。

問　

あ
っ
さ
ぶ
荘
の
浴
室
改
修

で
、
座
浴
の
整
備
が
必
要
に
な
っ

た
経
緯
は
。�

高
田
議
員

答　

法
改
正
に
よ
り
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
条
件
が
要
介

護
３
以
上
と
な
っ
た
た
め
、
座
浴

が
で
き
る
浴
室
の
整
備
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

問　

函
館
空
港
ア
ク
セ
ス
改
善
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
負
担
金
の
内
容

は
。�

高
田
議
員

答　

函
館
空
港
と
檜
山
３
町
（
厚

沢
部
町
、
江
差
町
、
上
ノ
国
町
）

を
結
ぶ
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運

行
を
行
う
た
め
の
、
車
両
等
の
体

制
整
備
に
係
る
負
担
金
で
す
。

問　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
い
つ
利
用

で
き
る
の
か
。�

香
川
議
員

答　

各
町
の
イ
ベ
ン
ト
時
期
と
、

お
盆
・
年
末
年
始
の
帰
省
時
期
に

利
用
で
き
ま
す
。

　

お
盆
は
８
月
２
日
～
５
日
と
８

日
～
19
日
、
年
末
年
始
は
12
月
28

日
～
31
日
と
１
月
３
日
～
６
日
で

す
。

特養あっさぶ荘やまぶき特養あっさぶ荘やまぶき
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問　

義
務
教
育
学
校
整
備
検
討
委

員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
中
山
議
員

答　

各
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会

代
表
、
小
・
中
学
校
の
教
員
、
こ

ど
も
園
と
小
・
中
学
校
の
保
護

者
、
町
の
関
係
部
門
で
構
成
し
、

20
名
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
検
討
委
員
会
で
ど
の

よ
う
な
学
校
を
つ
く
り
た
い
か
と

い
う
基
本
方
針
を
策
定
し
、
そ
れ

か
ら
設
計
、
建
設
と
進
め
て
い
き

ま
す
。

問　

鶉
小
学
校
閉
校
実
行
委
員
会

補
助
金
の
内
容
は
。

　

閉
校
式
典
後
の
飲
食
を
伴
う
会

に
補
助
金
は
発
生
す
る
の
か
。

�

山
田
議
員

答　

閉
校
記
念
誌
の
作
成
代
や
郵

送
代
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

　

過
去
の
経
緯
を
見
る
と
、
飲
食

を
伴
う
会
に
つ
い
て
は
会
費
制
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
町
か
ら
補
助

金
は
支
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

条

例

●
厚
沢
部
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

　

保
育
所
等
に
お
け
る
満
３
歳
以

上
の
児
童
に
係
わ
る
保
育
士
等
の

配
置
基
準
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

●
厚
沢
部
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

●
厚
沢
部
町
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

　

基
準
と
な
る
法
令
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
厚
沢
部
町
い
じ
め
の
防
止
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

国
が
取
り
ま
と
め
た
「
不
登

校
・
い
じ
め
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
い
じ
め

問
題
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
備
す
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

問　

も
し
も
い
じ
め
が
起
き
た
場

合
、
ど
の
様
な
流
れ
で
対
処
す
る

の
か
。�

中
山
議
員

答　

学
校
で
い
じ
め
を
発
見
、
ま

た
は
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、
教

育
委
員
会
で
調
査
を
行
い
、
学
校

と
連
携
し
て
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
生
命
を
脅
か
す
、
い

じ
め
が
原
因
で
不
登
校
に
な
る
な

ど
の
重
大
事
態
が
発
生
し
た
場
合

は
、
教
育
委
員
会
が
有
識
者
で
組

織
す
る
「
い
じ
め
対
策
委
員
会
」

を
設
置
し
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
を
受
け
た
町

長
が
再
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
町
で
「
い
じ
め

調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
、
再
調

査
を
行
い
ま
す
。

規
　

約

●
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規

約
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保

険
者
証
一
体
化
に
伴
い
、
規
約
を

変
更
し
ま
し
た
。

契
　

約

●
厚
沢
部
町
う
ず
ら
温
泉
改
修
工

事
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約
の
締

結

字
の
区
域
変
更

　

道
営
農
業
農
村
整
備
事
業
稲
見

地
区
の
換
地
処
分
に
伴
い
、
字
界

を
変
更
し
ま
し
た
。

報
　

告

●
厚
沢
部
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
の
繰
越

議
員
派
遣

●
議
員
研
修
会（
道
議
長
会
主
催
）

及
び
行
政
視
察
研
修

　

目
的　

分
権
時
代
に
対
応
し
た

議
会
の
活
性
化
及
び
議
員
の
資
質

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
道
内
の

農
業
施
策
（
特
に
ス
マ
ー
ト
農
業

関
連
）
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、

今
後
の
行
政
推
進
の
参
考
と
す
る
。

　

場
所　

札
幌
市
、
苫
小
牧
市

　

期
間　

７
月
２
～
３
日

　

議
員　

全
議
員

●
全
道
議
会
広
報
研
修
会

　

目
的　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
技

術
向
上
と
読
者
普
及
発
展
に
資
す

る
た
め
、
町
村
議
会
広
報
の
事
例

発
表
と
講
演
に
よ
り
研
修
す
る
。

　

場
所　

札
幌
市

　

期
間　

８
月
19
～
20
日

　

議
員　

上
戸
昌
行

　
　
　
　

香
川
直
樹

　
　
　
　

山
田
克
哉

　
　
　
　

小
野
寺
孔

補　正　予　算　額　一　覧　表

区分

会計名
補　正　額 補正後の額

一 般 会 計 3360万4千円 50億4983万7千円

※特別会計の補正はありませんでした
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問
　

町
長
は
、
令
和
６
年
の
檜
山
広

域
行
政
組
合
厚
沢
部
町
消
防
団
出

初
式
で
の
挨
拶
で
消
防
団
の
重
要

性
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

消
防
は
町
民
の
命
と
財
産
を
守
る

町
に
は
欠
く
事
の
出
来
な
い
大
事

な
組
織
で
あ
り
ま
す
。
今
後
消
防

団
と
い
う
組
織
を
、
今
ま
で
以
上

に
よ
り
強
力
な
組
織
と
す
る
べ
く

具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
、
町

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

①
檜
山
広
域
行
政
組
合
の
７
町
の

消
防
団
員
の
定
数
と
実
団
員
数
は
。

②
消
防
団
員
に
対
す
る
７
町
の
報

酬
は
い
く
ら
か
。

③
消
防
団
員
の
７
町
の
定
年
は
何

歳
か
。

④
機
能
別
団
員
制
度
と
は
、
ど
の

様
な
内
容
か
。

答
　

消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
中
核

と
し
て
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が

守
る
と
い
う
使
命
感
の
下
、
災
害

対
応
を
は
じ
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
、
振
興
に
重
要
な

質　　問

地
域
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
維
持
、
強
化
は
大
き

な
課
題
で
あ
る

消
防
団
員
の
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
は

佐

藤

町

長

浜は
ま

塚つ
か

久ひ
さ

好よ
し

議
員

浜塚議員

～
聞
い
て
み
た
い
、こ
ん
な
こ
と
～

～
聞
い
て
み
た
い
、こ
ん
な
こ
と
～

【別表１】消防団員定数及び実団員数【別表２】消防団員定年基準

定　　数 実団員数

厚沢部町 １１０ 人 ９９ 人

江 差 町 １３３ 人 １２４ 人

上ノ国町 １２５ 人 １０６ 人

乙 部 町 １０８ 人 ８７ 人

奥 尻 町 ８３ 人 ７２ 人

今 金 町 ９０ 人 ７９ 人

せたな町 ２２５ 人 １９４ 人

団　長 副団長以下 団　員

厚沢部町 定年制なし ６５ 歳 ６５ 歳

江 差 町 定年制なし ６７ 歳 ６５ 歳

上ノ国町 定年制なし ７０ 歳 ６５ 歳

乙 部 町 定年制なし ６６ 歳 ６５ 歳

奥 尻 町 定年制なし

今 金 町 定年制なし

せたな町 定年制なし

役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
一

方
、
近
年
の
大
規
模
な
地
震
や
大

雨
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防

団
の
維
持
、
強
化
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
で
、

厚
沢
部
消
防
団
が
条
例
定
数
１
１

０
人
に
対
し
、
実
団
員
数
が
99
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
他
町
の

状
況
は
別
表
１
を
参
照
）

②
檜
山
広
域
行
政
組
合
の
条
例
で

管
内
一
律
に
規
定
さ
れ
、
年
額
報

酬
で
団
長
が
８
万
２
５
０
０
円
、

副
団
長
が
６
万
９
０
０
０
円
、
分

団
長
が
５
万
５
０
０
円
、
副
分
団

長
が
４
万
５
５
０
０
円
、
部
長
が

３
万
８
０
０
０
円
、
班
長
が
３
万

７
０
０
０
円
、
団
員
が
３
万
６
５

０
０
円
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
厚
沢
部
町
は
団
長
の
定
年
制
は

な
く
、
副
団
長
以
下
で
65
歳
、
団

員
で
65
歳
で
す
。
（
他
町
の
状
況

は
別
表
２
を
参
照
）

④
基
本
団
員
と
同
等
の
活
動
が
で

き
な
い
人
が
、
特
定
の
活
動
の
み

に
参
加
す
る
制
度
で
す
。
檜
山
広

域
行
政
組
合
管
内
で
は
、
こ
の
制

度
を
導
入
し
た
消
防
団
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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問
　

日
本
創
生
会
議
が
２
０
１
４
年

に
発
表
し
た
増
田
リ
ポ
ー
ト
で

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
の
定

義
を
受
け
、「
地
方
創
生
」
や
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
な
ど

に
よ
り
、
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
、

子
育
て
施
策
の
充
実
や
移
住
・
定

住
策
、
関
係
人
口
対
策
等
々
を
実

施
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
の
現
実
を

直
視
し
た
時
、
そ
の
効
果
は
実
感

で
き
ず
、
令
和
６
年
４
月
に
有
識

者
ら
で
つ
く
る
「
人
口
戦
略
会
議
」

が
発
表
し
た
報
告
書
で
は
、
全
国

の
４
割
に
当
た
る
７
４
４
自
治
体

で
人
口
減
少
が
深
刻
化
し
、
将
来

消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
推

計
を
発
表
し
た
。
道
内
で
は
６
割

超
の
１
１
７
市
町
村
が
対
象
と
な

り
、
厚
沢
部
町
も
今
回
の
調
査
で

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
名
指

し
さ
れ
て
お
り
、
未
来
永
劫
、
単

独
自
治
体
と
し
て
の
存
続
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
次
世
代
に
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
継
承
す
る
町
づ
く
り

の
手
段
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
も
の
で

す
。

①
人
口
減
の
要
因
と
し
て
、
10
年

間
の

　
⑴
自
然
減
の
実
態
は
。

　
⑵
社
会
減
の
実
態
は
。

②
若
年
女
性
の
減
少
対
策
は
。

③
子
育
て
世
代
の
環
境
整
備
は
。

④
関
係
人
口
の
創
出
策
は
。

⑤
雇
用
・
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

地
域
運
営
組
織
の
育
成
は
。

答
　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

厚
沢
部
町
も
例
外
で
は
な
く
、
人

口
が
減
少
す
る
と
い
う
想
定
の

下
、
ど
の
よ
う
に
住
み
続
け
ら
れ

る
町
を
実
現
す
る
か
を
目
的
と

し
、
令
和
６
年
度
中
に
第
３
期
の

厚
沢
部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
へ
の
対
応
、
力
強
い
農
業
、

林
業
、
商
工
業
、
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
な
ど
、
様
々
な
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
⑴
自
然
減
は
10
年
間
で
５
４
０

人
の
減
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、

出
生
が
１
７
２
人
に
対
し
、
死
亡

が
７
１
２
人
で
す
。

　
⑵
社
会
減
は
10
年
間
で
４
４
７

人
の
減
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、

転
入
が
１
３
１
７
人
に
対
し
、
転

出
が
１
７
６
４
人
で
す
。

②
若
年
女
性
（
20
歳
～
39
歳
）
は
、

10
年
前
と
比
べ
て
38
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
若
年
男
性
も
43
％
減

少
し
て
お
り
、
男
女
問
わ
ず
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。
就
労
、
結

婚
、
子
育
て
な
ど
の
環
境
整
備
を

行
い
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
令
和
５
年
度
に
認
定
こ
ど
も
園

の
無
償
化
、
小
・
中
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
通
学
バ
ス
定
期
代
の

助
成
、
誕
生
祝
金
増
額
、
奨
学
資

金
拡
充
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
持
家
建
設

奨
励
金
拡
充
を
行
っ
て
お
り
、
定

住
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

④
保
育
園
留
学
に
お
い
て
は
、
寮

の
新
築
な
ど
、
さ
ら
な
る
拡
充
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
官
民
連
携
の

協
議
会
を
設
立
し
、
観
光
振
興
や

経
済
流
入
を
促
す
施
策
展
開
を

図
っ
て
い
く
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
１
つ
の
例
と
し
て
、
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
事
業
者
が

共
同
し
て
設
立
す
る
組
合
で
あ
り

ま
す
が
、
町
と
し
て
も
本
制
度
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質　　問

ど
の
よ
う
に
住
み
続
け
る
町
を
実
現

す
る
か
、
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い

き
た
い

誇
れ
る
町
づ
く
り
継
承
の
手
立

て
は

佐

藤

町

長

佐さ

さ々

木き

宏ひ
ろ
し

議
員

佐々木議員

（　　　　　　）

～町の議会を傍聴しましょう～
町政はあなたのために

手続きは、傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。

次の定例会は９月10日からです。詳しい日程はホームページ等で
ご確認ください
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主 な 議 会 の う ご き
（４月臨時会後から６月定例会まで）

月日 主　　　　　　要　　　　　事　　　　　項

４

15 議員全員協議会（第１会議室）� 議員出席
22 檜山議長会定例会議（檜山振興局）� 議長、事務局長出席

24
道南地区森林・林業・林産業活性化推進議員連盟連絡会
総会及び研修会（木古内町）�議長、浜塚議員、事務局出席

５

17 厚沢部商工会通常総会（まちなか交流センター）�議長主席

18
函館厚沢部会総会（函館市）
� 議長、浜塚議員、香川議員出席

20
厚沢部町交通安全推進委員会定期総会（山村開発センター）
� 議長出席

28
宮城県議会行政視察（山村開発センター、認定こども園）
� 議長、事務局出席

31
保育園留学の寮オープニングセレモニー（上里現地）
� 副議長出席

６

３

檜山地域振興協議会総会（江差町）� 議長出席

国道277号早期完成期成会総会（江差町）� 議長主席

高規格道路「木古内・江差間」整備促進協議会総会（江差町）
� 議長出席

４
第１回檜山広域行政組合議会臨時会（江差町）
� 山田議員、小野寺議員出席

７ 議会運営委員会（議員控室）� 委員、議長、副議長出席

11
北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）
� 議長、事務局長出席

13 第２回議会定例会招集（議場）� 議員出席

発行　厚沢部町議会／編集　議会広報編集特別委員会／〒043-1113　檜山郡厚沢部町新町207　TEL 0139-64-3317　FAX 0139-67-2815

夏
ま
つ
り
や
盂
蘭
盆
も
終
わ
り
、

気
が
付
け
ば
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
４

カ
月
余
り
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
よ

く
「
お
盆
が
過
ぎ
れ
ば
夏
が
終
わ
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

９
月
ま
で
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
や

は
り
暑
さ
は
彼
岸
ま
で
の
辛
抱
で

し
ょ
う
か
。

農
家
に
と
っ
て
穫
り
入
れ
の
真
っ

盛
り
で
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
身
体
に
気

を
付
け
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
米
の
品
不
足
が
騒
が
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
の
猛
暑
に
よ

る
不
作
と
、
外
国
人
観
光
客
に
よ
っ

て
米
の
需
要
が
増
え
た
こ
と
が
原
因

と
の
こ
と
。
し
か
し
、
実
際
に
在
庫

が
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
新

米
が
出
回
っ
て
く
れ
ば
品
不
足
も
落

ち
着
く
そ
う
で
す
。
今
年
の
実
り
を

祈
り
つ
つ
、
そ
れ
ま
で
の
辛
抱
で
す
。

今
年
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、

各
地
区
の
お
祭
り
と
、
農
協
の
収
穫

祭
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
辛

抱
の
日
々
を
忘
れ
、
皆
で
五
穀
豊
穣

を
祝
う
た
め
に
騒
ぐ
こ
と
も
ま
た
、

一
興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

く
れ
ぐ
れ
も
熱
中
症
対
策
と
水
分

補
給
は
お
忘
れ
な
く
。
（
う
）

□
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委�

員�

長　

上
戸　

昌
行

副
委
員
長　

香
川　

直
樹

委　
　

員　

山
田　

克
哉

委　
　

員　

小
野
寺　

孔

・
ハ
チ
ャ
ム
の
森
運
営
状
況
に
つ

い
て

・
町
有
林
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

・
小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
取
り

進
め
の
状
況
に
つ
い
て

・
町
内
小
中
学
校
へ
の
冷
房
設
備

等
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

・
道
の
駅
の
現
状
及
び
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て

・
保
育
園
留
学
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て

委

員

会

活

動

委

員

会

活

動

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

町
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
総

務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
所

管
事
務
調
査
の
内
容
を
次
の
と
お

り
決
定
し
、
７
月
か
ら
調
査
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

意見書を提出しました

　第２回定例会で意見書４件を原案どおり可決し、関係省

庁に提出しました。（内容省略）

●地方財政の充実・強化に関する意見書
　提出先　�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務

大臣、財務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣、

デジタル大臣、内閣府特命担当大臣（こども政

策　少子化対策　若者活躍　男女共同参画）

●�義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、�
「３０人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障
の実現に向けた意見書

　提出先　�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務

大臣、財務大臣、文部科学大臣、内閣府特命担

当大臣（地方創生担当）

●�ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産
業施策の充実・強化を求める意見書

　提出先　�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務

大臣、財務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、

経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興

大臣

●生涯を通じた歯科健診の実現を求める意見書
　提出先　�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務

大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、

経済産業大臣、内閣府特命担当大臣（経済財政

政策）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

廃
止
及
び
肥
料
高
騰
へ
の
対
応
状

況
と
課
題
に
つ
い
て

・
人
と
農
地
の
目
標
地
図
作
成
状

況
と
今
後
に
つ
い
て

・
保
育
園
留
学
並
び
に
認
定
こ
ど

も
園
の
運
営
状
況
と
今
後
に
つ
い

て・
公
営
塾
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

・
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
の
運
営

状
況
（
ハ
マ
ナ
ス
ク
ラ
ブ
を
含
む
）

に
つ
い
て

・
新
道
の
駅
建
設
構
想
の
内
容
に

つ
い
て


